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愛
媛
県
町
村
会
は
、4
月
25
日
（
火
）
午

後
3
時
30
分
か
ら｢

愛
媛
県
自
治
会
館｣

で

「
第
1
回
臨
時
総
会
」
並
び
に
「
第
1
回
全

員
連
絡
会
」
を
開
催
し
た
。

　

総
会
に
は
、
県
内
9
町
長
が
出
席
し
た
。

1　

開　

会

2　

会
長
あ
い
さ
つ

　

	

佐
川
会
長
（
砥
部
町
長
）

3　

議　

事

　

⑴　

議
案
第
1
号　

任
期
満
了
に
伴
う

会
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

⑵　

議
案
第
2
号　

任
期
満
了
に
伴
う

副
会
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

⑶　

議
案
第
3
号　

任
期
満
了
に
伴
う

理
事
の
選
任
に
つ
い
て

　

⑷　

議
案
第
4
号　

任
期
満
了
に
伴
う

監
事
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

こ
の
臨
時
総
会
は
、現
在
の
会
長
、副

会
長
、理
事
及
び
監
事
が
6
月
5
日
で

任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、次
期
役
員

の
選
任
を
行
い
、次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　

会　

長　

河
野　

忠
康

	

（
久
万
高
原
町
長
）　

　

副
会
長　

高
門　

清
彦（
伊
方
町
長
）

　

理　

事　

佐
川　

秀
紀（
砥
部
町
長
）

　

理　

事　

清
水　

雅
文（
愛
南
町
長
）

　

監　

事　

兵
頭　

誠
亀（
鬼
北
町
長
）

　
　

な
お
、
新
役
員
の
任
期
は
、
令
和
5

年
6
月
6
日
か
ら
2
年
間
。

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、臨
時
総
会
終
了
後
、

午
後
3
時
45
分
か
ら
引
き
続
き
、「
令
和
5

年
度
第
1
回
全
員
連
絡
会
」を
開
催
し
た
。

1　

開　

会

2　

会
長
あ
い
さ
つ

　

	

佐
川
会
長
（
砥
部
町
長
）

3　

議
長
選
出

4　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

5　

県
庁
各
課
か
ら
の
協
議
事
項

　

⑴　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛
顔
の
え
ひ
め

2
0
2
3
の
協
力
依
頼
に
つ
い
て

　
　
　

和
田
愛
媛
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推

進
課
主
幹
か
ら
説
明
が
あ
り
、質
疑
、

異
議
い
ず
れ
も
な
く
、一
同
了
承
し
た
。

　

⑵　

第
76
回
全
国
植
樹
祭
（
令
和
8
年

春
開
催
予
定
）
に
つ
い
て

　
　
　

俊
成
愛
媛
県
森
林
整
備
課
長
か
ら

説
明
が
あ
り
、
質
疑
、
異
議
い
ず
れ

も
な
く
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑶　

愛
媛
県
救
急
安
全
セ
ン
タ
ー
事
業

（
#
7
1
1
9
）
に
つ
い
て

　
　
　

別
府
愛
媛
県
消
防
防
災
安
全
課
長

か
ら
説
明
が
あ
り
、
質
疑
応
答
の
後
、

一
同
了
承
し
た
。

　

⑷　

令
和
5
年
度
町
公
平
事
務
委
託
費

の
負
担
金
に
つ
い
て

　
　
　

本
会
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
し
た
。

6　

報
告
事
項

　

⑴　

令
和
5
年
度
事
務
局
体
制
に
つ
い

て

　

⑵　

令
和
5
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
に
つ
い
て

　

⑶　

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
（
自

治
労
）
愛
媛
県
本
部
か
ら
の
要
請
書

に
つ
い
て

第１回全員連絡会

　
　
　

本
会
事
務
局
長
か
ら
報
告
し
、
一

同
了
承
し
た
。

7　

協
議
事
項

　

⑴　

令
和
5
年
度
町
職
員
研
修
会
実
施

計
画
に
つ
い
て

　
　
　

本
会
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
し
た
。

　

⑵　

国
内
外
の
先
進
自
治
体
視
察
研
修

会（
町
長
国
内
外
行
政
調
査
）実
施
に

つ
い
て

　
　
　

本
会
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、

韓
国
に
て
視
察
研
修
を
開
催
す
る
こ

と
で
一
同
了
承
し
た
。

8　

そ
の
他

　
　

第
2
回
臨
時
総
会
並
び
に
第
2
回
全

員
連
絡
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　

次
回
の
臨
時
総
会
並
び
に
全
員
連
絡

会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
6
月
26
日

（
月
）
に
「
愛
媛
県
自
治
会
館
」
に
て
開

催
す
る
こ
と
で
決
定
し
た
。

第
１
回
全
員
連
絡
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会
　

 

河
野
忠
康
氏（
久
万
高

原
町
長

）を
会
長
に
選
任

副
会
長
　
高
門
清
彦
氏
（
伊
方
町
長
）　
　 

　

理
　
事
　
佐
川
秀
紀
氏
（
砥
部
町
長
）　
　 

　

理
　
事
　
清
水
雅
文
氏
（
愛
南
町
長
）　
　 

　

監
　
事
　
兵
頭
誠
亀
氏
（
鬼
北
町
長
）　
　 

　

第
1
回
臨
時
総
会
を
開
く 

　

監　事
兵頭 誠亀氏
（鬼北町長）

理　事
清水 雅文氏
（愛南町長）

理　事
佐川 秀紀氏
（砥部町長）

副会長
高門 清彦氏
（伊方町長）

会　長
河野 忠康氏
（久万高原町長）
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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
総
務
部
総
務
管
理
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
町
振
興
課
長

　
　
　
　
　
　
　
知
念
　
良
輝

　

4
月
1
日
付
で
、
愛
媛
県
総
務
部
総
務

管
理
局
市
町
振
興
課
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。

　

私
は
、平
成
30
年
に
総
務
省
に
入
省
し
、

岡
山
県
、
内
閣
官
房
拉
致
問
題
対
策
本
部

事
務
局
、
総
務
省
自
治
行
政
局
住
民
制
度

課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
支
援
室
で
の
勤
務

を
経
て
、
こ
の
度
、
愛
媛
県
に
て
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

拉
致
問
題
対
策
本
部
事
務
局
で
は
、
目

に
見
え
る
進
展
の
な
い
中
、
全
身
全
霊
を

捧
げ
て
救
出
活
動
を
展
開
し
て
こ
ら
れ
た

横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
父
・
滋
さ
ん
、
有
本

恵
子
さ
ん
の
母
・
嘉
代
子
さ
ん
の
ご
逝
去

と
い
う
筆
舌
尽
く
し
が
た
い
弔
事
に
立
ち

合
い
ま
し
た
。
拉
致
被
害
者
ご
家
族
の
支

援
や
世
論
啓
発
活
動
に
携
わ
る
担
当
と
し

て
、
国
際
情
勢
・
日
本
政
府
の
動
き
と
一

人
ひ
と
り
の
ご
家
族
、
一
人
ひ
と
り
の
国

民
の
間
で
、
問
題
解
決
へ
の
機
運
を
絶
や

さ
な
い
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
組
が
で
き

る
の
か
を
悩
ん
だ
日
々
で
し
た
。

　

総
務
省
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
支
援
室
で

は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
令
和
4

年
度
末
ま
で
に
ほ
ぼ
全
国
民
に
行
き
渡
ら

せ
る
」
と
の
極
め
て
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
向

き
合
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
総
務
省
の

立
場
と
し
て
、
ど
う
す
れ
ば
1
人
で
も
多

く
の
人
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
取
得

い
た
だ
け
る
の
か
と
の
観
点
か
ら
、
Q
R

コ
ー
ド
付
き
交
付
申
請
書
の
送
付
事
業
な

ど
、
申
請
促
進
・
交
付
体
制
強
化
に
向
け

て
様
々
な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
愛
媛
県
に
着
任
し
、
各
市
町
を
回
ら

せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

第
2
段
の
申
し
込
み
期
限
を
控
え
る
現
在

に
至
る
ま
で
、
現
場
の
皆
様
方
に
極
め
て

重
い
ご
負
担
を
お
か
け
し
て
し
ま
っ
て
い

る
状
況
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
よ
り
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
し
た
中
村
県
政
4
期
目
の
新
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
県
・
市
町
連
携
の
拡
大
・
深
化
を

重
要
課
題
と
し
て
引
き
続
き
位
置
付
け
て

お
り
、「
チ
ー
ム
愛
媛
」
と
し
て
こ
れ
ま

で
以
上
に
連
携
を
深
め
、
行
政
の
総
合
力

の
発
揮
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。新
規
の
取
組
と
し
て
も
、「
連
携
創
出

作
業
部
会
」
を
設
置
し
、
人
口
減
少
・
少

子
化
対
策
な
ど
、
ど
の
市
町
に
も
共
通
す

る
待
っ
た
な
し
の
政
策
課
題
を
複
数
市
町

の
職
員
が
1
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
連

携
施
策
を
検
討
す
る
仕
掛
け
も
動
か
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
課
で
は
、
愛
媛
県
選
挙
管
理

委
員
会
の
事
務
も
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
ご
案
内
の
通
り
、
次
回
の
衆
議
院
議

員
総
選
挙
か
ら
小
選
挙
区
の
選
挙
区
の
定

数
が
「
4
」
か
ら
「
3
」
に
改
定
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
区
割
り
に
つ
い
て
も
変
更

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
各
町
が
ど
の

選
挙
区
と
な
る
の
か
を
住
民
の
皆
様
に
周

知
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ま
た
、
こ
の
機

会
を
捉
え
て
積
極
的
な
投
票
参
加
に
つ
い

て
も
呼
び
掛
け
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い

で
す
。
投
票
率
が
向
上
し
、
よ
り
多
く
の

方
々
の
声
が
政
治
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、今
般
、縁
あ
っ

て
愛
媛
県
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
公
私
と
も
に
県
内
を
回
ら

せ
て
い
た
だ
き
、
海
・
山
・
川
・
街
、
色

と
り
ど
り
の
魅
力
に
触
れ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

選挙区改定状況

【第1区】松山市（第2区に属しない区域）

【第2区】 松山市（旧北条市・中島、久谷・浮穴等）、今治市、東温市、
上島町、松前町、砥部町

【第3区】 新居浜市、西条市、四国中央市

【第4区】 宇和島市、八幡浜市、大洲市、伊予市、西予市、
　　　　   久万高原町、内子町、伊方町、松野町、鬼北町、
　　　　   愛南町

【第1区】 松山市（分割解消）

【第2区】 今治市、新居浜市、西条市、四国中央市、上島町

【第3区】 宇和島市、八幡浜市、大洲市、伊予市、西予市、
　　　   東温市、久万高原町、松前町、砥部町、内子町、

伊方町、松野町、鬼北町、愛南町
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松
野
町
議
会
の
主
催
に
よ
り
、
北
宇
和

郡
町
議
会
議
員
研
修
会
が
4
月
21
日（
金
）

に
松
野
町
役
場
で
開
催
さ
れ
、
松
野
町
及

び
鬼
北
町
議
会
議
員
並
び
に
愛
媛
県
町
村

議
会
議
長
会
事
務
局
長
等
が
出
席
し
た
。

　

次
第
、
演
題
及
び
講
師
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

₂　

松
野
町
議
会
議
長
あ
い
さ
つ

₃　

演
題
及
び
講
師

　
　
「
地
方
議
会
制
度
と

�

議
会
・
議
員
の
基
本
に
つ
い
て
」

　
　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
議
事
調
査
部

　
　
　
　
　
　
　

参
与　

平
野　

誠　

氏

₄　

質
疑
・
応
答

₅　

鬼
北
町
議
会
議
長
あ
い
さ
つ

₆　

開　

会

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

は
、
4
月
28
日（
金
）に
N
O
S
A
I
え
ひ

め
で「
令
和
5
年
度
事
業
等
事
務
説
明
会
」

を
開
催
。
県
内
16
市
町
か
ら
担
当
者
18
名

が
出
席
し
た
。

　

説
明
会
は
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

₁　

開　

会

₂　

主
催
者
あ
い
さ
つ

₃　

協
会
の
概
要
に
つ
い
て

₄　

打
合
せ
事
項

①　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
等
の
P
R

の
協
力
に
つ
い
て

②　

基
金
交
付
金
に
つ
い
て

③　

市
町
交
付
金
に
つ
い
て

④　

貸
付
事
業
に
つ
い
て

⑤　

市
町
の
振
興
に
伴
う
イ
ベ
ン
ト
等

開
催
に
係
る
助
成
に
つ
い
て

⑥　

市
町
村
職
員
中
央
研
修
所
（
市
町

村
ア
カ
デ
ミ
ー
）
受
講
に
係
る
助
成

に
つ
い
て

⑦　

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

（
国
際
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
）受
講
に
係

る
助
成
に
つ
い
て

⑧　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
助
成
に

つ
い
て

⑨　

本
会
主
催
の
研
修
会
等
に
つ
い
て

⑩　

そ
の
他

　
　

・
市
町
の
年
会
費
等
に
対
す
る
助
成

　
　
　

ア　
（
一
財
）
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
年
会
費

令
和
５
年
度
事
業
等
事
務
説
明
会
を
開
催

（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
　

北
宇
和
郡
町
議
会
議
員
研
修
会
を
開
催

　
　
　

イ　

ジ
ェ
ト
ロ
愛
媛
貿
易
セ
ン

タ
ー
負
担
金

　
　
　

ウ　

松
山
空
港
利
用
促
進
協
議
会

負
担
金

　
　
　

エ　

自
転
車
新
文
化
推
進
協
会
負

担
金

　
　
　

オ　

地
域
医
療
学
講
座
設
置
運
営

費
の
寄
附

　
　
　

カ　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
事
業

助
成
金

　
　

・
情
報
誌
「
え
ひ
め
イ
ベ
ン
ト
Ｂ
Ｏ

Ｘ
」
及
び
「
舞
た
う
ん
」

　
　

・
冊
子
「
愛
媛
県
市
町
要
覧
」

講師　平野　誠 氏
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　　　　　　愛媛県町村会事務分担表　	
　〔令和₅年₄月１日 現在〕

職　　　　名 氏　　　名 事　　　　務　　　　分　　　　担

事務局長 向　井　政　明 総括、町村会事務局長、議長会事務局長、総合事務組合事務局長、振興協会常務理事

次　　長 清　川　　　敦 局長補佐、総合事務組合次長、振興協会事務局長

次　　長 田　窪　浩　司 局長補佐、町村会次長、議長会次長、振興協会出納役

総　
　

務　
　

課

課　　長 中　井　貴　志 ◦町村会、議長会運営関係（会計除く）、物資斡旋
　職員人事管理関係（町村会・議長会）に関すること。
◦総合協議会（水道協会、清掃、山村振興、水産業、下水道、ダム・発電関係）、
　過疎協議会、人権協会、　監査協関係に関すること。（会計を除く）
◦各種研修会、要望陳情、町会報えひめ発刊、軽自動車税申告書の取扱、ホー
ムページ管理に関すること。
◦全国町村会共済事業、（一財）全国自治協会共済受託事業、職員生協自動車事
故処理に関すること。
◦町議会議員互助事業、議員補償制度に関すること。
◦他の課に属さないものに関すること。

課長補佐 原　田　祐　子

主　　任 新　岡　拓　也

主　　事 藤　川　拓　也

主　　事 久　保　佳　織
（新規採用）

会
計
課

課　長（兼）
会計管理者 田　窪　浩　司 ◦会計全般、給料関係に関すること。

◦市町村職員共済組合・互助会に関すること。

◦職員生協（火災・自動車共済）事業（事故処理を除く）

主　　事 真　鍋　侑　里

主　　事 大　宗　麻里菜

事　

業　

課

課　長（兼） 清　川　　　敦
◦総合事務組合（退職手当・消防補償・交通災害・自治会館・議員公務災害の
庶務）、振興協会の業務等に関すること。（会計を含む）

◦文書発送会計に関すること。

主　　任 丹　下　浩　明

主　　事 三　瀬　菜々美

主　　事 小　西　涼　雅
（新規採用）

お知らせお知らせ

コピー機兼FAX

市　町　振　興　課　配　席　図

入　口  入　口 入　口

係長

近藤 別府
912-2214

（3175）

（3179）（3182） 主任 係長 主任 主事

係長 主任 直946-0179

主任 主事
土居 山﨑 長岡

米田

上山

團

友澤 　丹
（3187）（3186） （3169）

（3168）

（3170）

（3194）

（3180）（3181） 事務補助 主事 主事

主事

主事
新保 池田 日野

渡邊
（尚）

近内
（3188） （3174）

（3178）

（3210）

主事

　　二宮

（3189）

主事

主任

田宮

（3184）

主事

主事
渡邉
（裕）

山口

主任

上田

（3185）
主事

武井

（3183）

主事

山下

（3177）

係長 主任

松田 倉本

（3172）（3173）

事務補助

後藤
カラー
プリンター

（3176）

（2890）

（3209）

912-2209

課　長

（3167）
（税政係）

912-2216
（連携推進係）

古　田 知　念
912-2212

係長（行政係）

中田

主　幹

（3165）

選挙管理
委員会

（財政係）
912-2213 主　幹

渡邉（浩）
（3166） 912-2211

（選挙係）

TEL 912-2210

閲覧場所

〔令和₅年₄月１日 現在〕
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４
月
の
会
と
催
し

▽
6
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会
、（
一
財
）市
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
連
合
会
職
員
研
修
会
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
令
和
5
年
度
都
道
府
県
職

員
研
修
会

▽
7
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
令
和
5

年
度
事
務
・
事
業
説
明
会

▽
11
日
＝
令
和
5
年
度
全
国
簡
易
水
道
協

議
会
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

▽
12
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
事
務
局
長
会
議　

▽
13
日
＝
四
国
圏
広
域
地
方
計
画
協
議
会

担
当
者
会
議
、
都
道
府
県
町
村
会
事
務

局
長
会
議
、
都
道
府
県
町
村
会
事
務
局

長
研
修
会（
14
日
ま
で
）

▽
16
日
＝
名
誉
市
民
池
田
忠
幸
元
愛
媛
県

議
会
議
長
お
別
れ
の
会

▽
21
日
＝
北
宇
和
郡
町
議
会
議
員
研
修
会

▽
25
日
＝
愛
媛
県
人
権
対
策
協
議
会
第
63

回
定
期
大
会
、
愛
媛
県
町
村
会
令
和
5

年
度
第
1
回
臨
時
総
会
・
第
1
回
全
員

連
絡
会

▽
26
日
＝
令
和
5
年
度
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
等
事
務
説
明
会

▽
27
日
＝（
公
財
）愛
媛
銀
行
ふ
る
さ
と
振

興
基
金
第
40
回
ふ
る
さ
と
振
興
賞
顕
彰

式
・
祝
賀
会

▽
28
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

令
和
5
年
度
事
業
等
事
務
説
明
会

　

新
議
長
紹
介

　

4
月
28
日
の
伊
方
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

菊
池
隼
人
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

伊
方
町
議
会
議
長

　
　
　
菊き

く

　
池ち

　
隼は

や

　
人と

　
氏

　

新
議
長
紹
介

　

4
月
28
日
の
内
子
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

久
保
美
博
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

内
子
町
議
会
議
長

　
　
　
久く

　
保ぼ

　
美よ

し

　
博ひ

ろ

　
氏

　

  

流
れ
で
生
き
る
か

　

年
々
四
季
の
移
り
変
わ
り
が
速
く
な
っ

て
来
た
。
気
候
変
動
の
せ
い
で
あ
ろ
う
か
、

雪
が
チ
ラ
つ
く
中
で
の
花
見
、
風
情
は
あ

る
。
桜
も
一
か
月
ほ
ど
早
く
満
開
に
な
り
、

瞬
く
間
に
散
っ
て
し
ま
っ
た
。
ツ
ツ
ジ
の
出

番
も
早
く
な
っ
た
よ
う
だ
。そ
れ
に
し
て
も

春
季
に
夏
日
が
た
び
た
び
訪
れ
る
気
ま
ま

な
気
象
変
化
に
、
人
間
は
体
調
管
理
に
忙

し
い
…
。

　

今
、親
潮
の
流
れ
が
極
端
に
変
わ
っ
た
た

め
か
、庶
民
の
魚
「
サ
ン
マ
」
の
群
れ
が
日

本
列
島
か
ら
遠
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
。し
か

も
潮
流
に
よ
る
餌
の
関
係
か
ら
、や
せ
細
っ

た
「
サ
ン
マ
」
が
高
級
魚
と
な
り
、
市
井

の
食
卓
か
ら
遠
の
い
て
し
ま
っ
た
。偏
西
風

も
従
来
の
よ
う
な
風
流
か
ら
極
端
に
変
化
。

北
極
圏
の
氷
は
段
々
と
減
少
へ
、各
地
の
寒

さ
暑
さ
も
時
節
離
れ
し
、
自
然
現
象
は
我

流
？
の
手
の
中
に
あ
る
よ
う
だ
。そ
れ
に
し

て
も
こ
の
4
月
の
黄
砂
は
酷
く
、
毎
年
多

少
は
や
っ
て
来
る
が
、今
年
は
凄
い
も
の
で

あ
っ
た
。
黄
砂
は
、
昔
と
違
い
途
中
で
異
質

な
物
が
混
じ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
が
、人
の
健

康
に
害
し
か
な
い
困
り
も
の
で
あ
る
。『
毒

を
以
て
毒
を
制
す
』
の
例
え
が
あ
る
が
、黄

砂
を
逆
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
換
え
活
用
す
る

と
か
、
良
砂
に
す
る
利
用
転
換
を
誰
か
早

く
考
え
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。学
者
諸
氏

の
研
究
は
無
論
で
あ
る
が
、今
日
「
核
の
戦

術
」
な
ど
軍
備
強
化
に
大
金
と
心
血
を
注

ぐ
御
仁
に
は
「
戦
い
相
手
」
を
替
え
て
、自

然
悪
流
の
是
正
に
挑
戦
願
い
た
い
も
の
で

あ
る
。
虐
殺
と
破
壊
の
果
て
で
は
、
自
分
自

身
を
含
め“
人
間
ら
し
い
感
情
や
何
ら
の
風

情
も
無
か
ろ
う
”。
自
然
環
境
の
保
全
と
回

復
は
、今
日
の
地
球
に
与
え
ら
れ
た
使
命
で

あ
り
生
存
す
る
人
間
の
務
め
で
あ
る
。

　

さ
て
、
地
球
各
地
の
人
間
社
会
も
異
常

気
象
に
併
行
し
た
か
の
よ
う
に
侵
略
に
よ

る
戦
争
、
地
域
紛
争
か
ら
は
、
抜
け
出
せ
ず

自
我
の
理
由
で
行
動
に
明
け
暮
れ
、終
わ
り

を
見
出
さ
せ
な
い
。さ
ら
に
社
会
の
隅
の
理

解
し
難
い
異
常
事
件
。ス
マ
ホ
を
利
用
し
た

反
倫
理
事
件
が
多
発
傾
向
に
あ
る
。
し
か

も
現
代
社
会
は
、一
向
に
正
常
に
戻
れ
な
い

状
況
に
流
れ
て
い
る
よ
う
な
。

　

そ
も
そ
も
独
裁
者
リ
ー
ダ
ー
個
人
の

満
腹
感
で
社
会
が
流
れ
て
は
な
ら
な
い
が
。

「
民
主
主
義
社
会
」
も
言
論
を
飛
び
越
え
暴

力
に
及
ん
で
は
、「
自
由
」
の
履
き
違
え
と

な
る
。
た
だ
世
の
中
の
格
差
が
格
差
を
生

み
、我
が
ま
ま
な
不
満
が
渦
巻
き
、
そ
の
他

大
勢
も
そ
れ
ぞ
れ
の
偏
っ
た
行
動
し
か
出

来
な
い
世
相
に
伝
染
す
る
負
の
連
鎖
は
、ウ

イ
ル
ス
よ
り
厄
介
で
あ
る
。

　

人
間
は
愚
か
な
動
物
の
集
団
に
陥
っ
て

は
な
ら
な
い
。
こ
の
世
、
他
人
に
迷
惑
を
か

け
ず
個
人
の
趣
味
、個
性
に
、日
々
楽
し
み

な
が
ら
流
れ
で
生
き
る
も
由
で
、
普
通
…
。

今
は
、
社
会
秩
序
を
守
り
、
こ
の
自
由
を

確
保
、
維
持
す
る
た
め
、
偏
ら
な
い
冷
静
な

生
き
方
が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
て
さ
て
、

今
流
行
の
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
で
は
、
ど

の
よ
う
な
答
え
を
出
す
の
だ
ろ
う
。

�

　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
愛
は
、
最
善
の
も
の
で
あ
る
。」

�

　
　
（
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
英
国
の
詩
人
）

一

筆
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森

の国
で穫
れる美味しさがたくさ

ん

愛媛はみかんだけではない

もも

森の国が育む

まき

まだまだある松野町の特産品

楽
天

ふ
る
さ
と

納
税

     松野町  ふるさと納税

松野町ふるさと創生課
愛媛県北宇和郡松野町松丸343
TEL 0895-42-1116
https://www.town.matsuno.ehime.jp/soshiki/3/1256.html

ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス

検 索

緑と水に恵まれた、
愛媛でいちばん小さなまち
松野町は愛媛県の南西部、高知県との県
境にある山間のまち。面積の84％を森林が
占め、日本一の清流四万十川の支流が生
まれる森の国です。水に恵まれた土地は古
くから農業が盛んで、高品質の米や野菜、
果樹などの生産地としても知られています。

デザート 野菜漬物

大きい粒、しっかりした酸っぱさ

梅干し

やさしい森の国まつの

四季折々彩る
豊かな表情のまち

松野町イメージ
キャラクター
のぶしくん

いよびじんちゃん

森

の
中の
菓子工房 優しい美味しさ

ふる
さとの

味 ご飯のお供に

寄
付
方
法

は
こ
ち
ら

か
ら
！


